
 

 

 

 

燃油、肥料等の価格が高騰しており、農業経営

に多大な影響を及ぼしています。そこで普及セン

ターでは、昨年８月に引き続き、関係機関ととも

に検討会を開催しました。 

検討会では、中央農業改良普及センター高橋好範上席

農業普及員から、県内の土壌実態や診断結果を踏まえた

効率的な施肥法について説明を受けたほか、地域の実情

に適した低コスト技術の組み立てを目的として実証試験

を行った有機物資源による化学肥料代替等の展示圃の結

果について、作目ごとの検討を行いました。 

また、JA から燃油・肥料高騰対応緊急対策事業の状況について紹介され、関係機関との情

報共有が図られました。 

普及センターでは、今回の検討結果を踏まえ、土壌改良が十分に進んだ圃場については、収

穫や雨水により溶脱した肥料成分量のみを散布する「持ち出し補給型施肥」の普及を図るとと

もに、地域で豊富に有している有機物資源の利用促進と、その活用による肥料資材の低コスト

化を推進したいと考えています。 

 

 

 

 

１月 15 日、八幡平市のほうれんそう生産者の

女性を対象に、ほうれんそう元気アップ講座を岩

手町で開催しました。これは、野菜経営の先進事

例について研修を行い、ほうれんそう産地力強化の一助

とすることを目的として八幡平市農業振興支援センター、

当普及センター、ＪＡほうれんそう専門部の共催で実施

したものです。 

 「我が家の経営、わたしの役割」をテーマに、農業農

村指導士の三浦博子さんよりお話しがあり、外部の人を

雇用することなどで、みんなが助け合うような家庭に変

わったことなどが紹介されました。岩手町役場において耕畜連携の取組みについての説明を受

けた後、産直施設「石神の丘」で加工食品の製造・販売に取り組んでいるパワー工房の活動に

ついて山本佐枝子さんよりお話しを伺いました。 

 参加者の方からは、自分も真似ができればと思った、元気を感じたとの声が聞かれ、今回

の講座を契機に産地力の向上が期待されます。 
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１月３０日、北緯４０度農産加工研究会員を対象

とした漬け物講座を開催しました。 

 この研究会は平成１９年１２月に、八幡平市、葛

巻町、岩手町の認定農業者のうち、農産加工を農業

経営に取り入れたい意向がある方々を構成員として

発足しました。 

 今回の講座では、山形県から「さとみの漬物講座企業組

合」の新関さとみ先生を講師に迎え、白菜の浅漬けと大根

の甘辛漬の作り方について、実習しました。 

 また、実習後には先生が持参した６種類の漬け物を試食

しながら、おいしく漬けるコツについて教わり、参加者は

メモをとりながら熱心に聴き入っていました。 

 最後に、「岩手県の産直で売られている漬物は安すぎる」

との指摘を受けましたが、「自家産の野菜代や自分の労賃も

計算する」、「カットしてから袋に詰めることでボリューム

感を出す」など、販売についての助言もいただきました。 

 今回の講座が、参加者の新たな商品作りの一助となる

ことを期待します。 

 

 

 

 

 

 

12月１日、岩手町横田にて「寒ざらし栽培」ふじ

の果実品質調査を行い、生産者、関係機関等、８名

が参加しました。 

今年度は、果実に袋をかけて収穫期を遅らせる「寒ざら

し栽培」により、蜜入り指数３、糖度15度、果実重340

ｇを超える品質を目指し取り組んできました。この日は、

岩手町と、滝沢村の生産者３名が栽培した果実について、

蜜入りセンサー、非破壊糖度計などを使って調査しました。 

調査の結果、６割が目標値を上回ったものの、４割が糖

度の不足や、今年度通常の栽培でも問題となったツル割れ

等により、目標値を下回る結果となりました。 

参加者からは、「寒い中での袋かけ、収穫作業など、苦

労する面も多かったが、自信を持って販売できる果実品質

に高めることができた。来年度は仲間を増やし、継続して

取り組んでいきたい。」といった声が聞かれました。 

普及センターでは、この栽培方法が新たな技術として地

域に定着するよう、今後も支援していきます。 


